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平成１８年４月期業績予想の修正に関するお知らせ 
 
平成 18 年 4 月期（平成 17 年 5 月 1 日～平成 18 年 4 月 30 日）の業績予想（平成 17 年 6 月 27 日 
付平成 17 年 4 月期決算短信発表時公表分）を下記の通り修正します。 

 

 

１．平成 18 年 4 月期（連結）通期業績予想の修正（平成 17 年 5 月 1 日～平成 18 年 4 月 30 日） 
（単位：百万円 ％） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 12,129 500 275 
今回修正予想（Ｂ） 13,500 750 357 
増減額（Ｂ－Ａ） 1,371 250 082 
増減率（％） 11.3 50.0 0 29.8 
前期実績（平成 17 年 4 月期） 11,160 230 83 

 
２．平成 18 年 4 月期（単体）通期業績予想の修正（平成 17 年 5 月 1 日～平成 18 年 4 月 30 日） 

（単位：百万円 ％） 
 売上高 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 12,129  500 275 
今回修正予想（Ｂ） 13,500  751           358 
増減額（Ｂ－Ａ） 1,371  251            83 
増減率（％） 11.3           50.2          30.2 
前期実績（平成 17 年 4 月期） 11,169  229   82 

 
３．修正の理由 
（１） 連結 
  売上高が全体で１４億円増加致しましたが、増加の内訳は携帯関連事業で１０億円、不動産 
 事業で４億円です。携帯関連事業については、前期から引き続き展開を強化しています店舗の 
 新規出店と既存店舗の改装が効を奏し、新規加入者と機種変更希望者合計の契約件数が、前年 
 比２０％増と順調に推移していることによります。また、不動産事業についても、開発型の不 
 動産流動化事業が計画を上回る状況で推移し、特に第１四半期における販売用不動産の売却が 
 販売増加に大きく影響しました。 
  経常利益は２億５千万円、当期純利益は８２百万円それぞれ増加しました。販売用不動産の 
 売却益及び携帯事業の販売増加による粗利増が大きく寄与しました。 
（２） 単独 
  単独業績につきましても、連結と同様の理由により修正いたします。 
 
                                  


